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ストック・オプション（新株予約権）の発行に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、会社法第 236条、第 238条および第 239条の規定に基

づき、当社および当社子会社の従業員に対して、 ストック・オプションとして新株予約権を発行

することおよび募集事項の決定を当社取締役会に委任することの承認を求める議案を、平成 24年

７月 26日開催予定の第 8期定時株主総会に付議することについて決議いたしましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 

 

1． 特に有利な条件をもって新株予約権を引き受ける者の募集をする理由 

今回の発行については、当社および当社子会社（在米及び在仏の当社 100％出資の連結子

会社である 3-D Matrix,Inc.及び 3-D Matrix Europe SAS.）の従業員のうち主に前回付与

時以降に入社した従業員に対して、中長期的なインセンティブを持たせることを目的とし

ており、当社グループ全体の事業推進やグローバル展開を加速させ、企業価値の向上や株

主の皆様の利益向上を目指して新株予約権を発行するものであります。 

当社グループでは、今後も優秀な人材を確保した際には、当社グループの従業員全員が株

主の皆様との利害を一致させる観点から、今後も継続してストック・オプションを活用し

ていく所存であります。 

なお、今回ご承認を求めるストック・オプションの発行総数は最大 28,000株で、平成 24

年４月 30日現在の発行済み株式総数の約 0.6％となります。 

 

2． 新株予約権発行の要領等 

(1) 新株予約権の割当を受ける者 

当社および当社子会社の従業員（※当社の役員は対象としておりません。） 

(2) 新株予約権の数の上限および目的である株式の種類および数 

新株予約権 280個を上限とする。 



 

 

各新株予約権の目的である株式は当社普通株式 100株とする。 

ただし、割当日以降当社が当社普通株式の分割または併合を行う場合には、その比率に応

じ比例的に付与株式数を調整し、調整の結果生じる１株未満の端数についてはこれを切り

捨てるものとする。 

(3) 新株予約権と引換えに払込む金額 

金銭の払込みを要しないものとする。 

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、当該新株予約権を行使することに

より交付を受けることができる株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価額」という。）

に付与株式数を乗じた金額とする。行使価額は、割当日における当社普通株式の市場価額

相当とする。割当日以降、当社が当社普通株式の分割または併合、または時価に満たない

価額による新株発行等を行う場合には、行使価額について、比例的または合理的な調整を

行うこととする。その他、割当日後に、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合

その他これらの場合に準じ、行使価額の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で行使

価額を調整することとする。 

(5) 新株予約権を行使することができる期間 

新株予約権の発行の日から 10 年を経過する日までの範囲内で、当社取締役会により決定

することとする。 

(6) 増加する資本金および資本準備金 

本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算

規則第 17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の額（計算の結果１円

未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額）とし、増加する資本準備金の額は、

上記の資本金等増加限度額から増加する資本金の額を減じた額とする。 

(7) 譲渡による本新株予約権の取得の制限 

譲渡により本新株予約権を取得するには、当社取締役会の承認を要するものとする。 

(8) その他の条件 

その他の条件については、当社取締役会において決定することとする。 

 

（注）上記の内容につきましては、平成 24年７月 26日に開催予定の第８期定時株主総会におい

て、本件議案が承認可決されることを条件といたします。 

 

以 上 


